
　
「
そ
れ
ゆ
え
、
あ
な
た
が
た
は
行
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
人
々
を
弟
子
と

し
な
さ
い
。
そ
し
て
、
父
、
子
、
聖

霊
の
御
名
に
よ
っ
て
バ
プ
テ
ス
マ
を

授
け
、
ま
た
、
わ
た
し
が
あ
な
た
が

た
に
命
じ
て
お
い
た
す
べ
て
の
こ
と

を
守
る
よ
う
に
、
彼
ら
を
教
え
な
さ

い
。
見
よ
。
わ
た
し
は
、
世
の
終
わ

り
ま
で
、
い
つ
も
、
あ
な
た
が
た
と

と
も
に
い
ま
す
。」（
マ
タ
イ
28
・
19
、

20
）　

   

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
世
界
宣
教

命
令
は
、
主
に
よ
る
弟
子
た
ち
へ
の

宣
教
と
教
育
の
基
本
的
な
要
請
で

す
。
今
日
の
教
会
が
こ
の
神
の
命
令

に
応
え
て
国
内
外
の
宣
教
に
励
ん
で

い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
す
。
お
茶

の
水
聖
書
学
院
（
Ｏ
Ｂ
Ｉ
）
は
、
こ

の
要
請
の
わ
ず
か
な
一
角
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
教
会
で
の
教
育
の
補
助

的
な
働
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
わ

た
し
が
あ
な
た
が
た
に
命
じ
て
お
い

た
す
べ
て
の
こ
と
を
守
る
よ
う
に
、

彼
ら
を
教
え
な
さ
い
」
と
あ
る
よ
う

に
、
教
会
で
信
徒
奉
仕
者
と
し
て
確

信
を
も
っ
て
奉
仕
出
来
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
信
徒
と
し
て
の
学
び
は
不

可
欠
で
す
。

　

お
茶
の
水
聖
書
学
院
は
当
初
か

ら
、
信
徒
の
た
め
の
聖
書
学
院
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
教
団
、
教
派
の
間
に
あ
っ
て
、
聖

書
を
学
び
、
奉
仕
者
へ
の
訓
練
を
受

け
た
い
と
い
う
信
徒
の
方
々
へ
満
足

い
た
だ
け
る
教
師
陣
と
教
科
内
容
を

備
え
て
、
学
び
の
環
境
を
整
え
て
参

り
ま
し
た
。　

　

こ
の
働
き
も
22
年
を
迎
え
、
卒
業

生
は
１
９
５
名
を
数
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
直
接
伝
道

へ
と
導
か
れ
た
方
々
も
あ
り
ま
す
が
、

大
半
は
教
会
の
中
で
「
主
に
仕
え
、

教
会
に
仕
え
る
」
働
き
を
す
る
信
徒

奉
仕
者
と
し
て
労
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

昨
今
、
お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

セ
ン
タ
ー
の
多
大
な
協
力
の
も
と
で
、

そ
の
使
命
を
充
分
に
果
た
す
よ
う
に

導
か
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
国
の
教
会
の

信
徒
が
、
か
つ
て
宗
教
改
革
の
際
の

「
聖
書
の
み
、
信
仰
の
み
、
万
人
祭
司
」

の
福
音
的
運
動
を
復
興
し
、
な
お
も

盛
ん
に
な
る
よ
う
に
祈
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
特
に
「
万
人
祭
司
」

に
つ
い
て
は
、
今
日
で
は
置
き
去
り

に
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
Ｉ

は
こ
の
「
眠
れ
る
巨
人
」
と
い
わ
れ

る
信
徒
の
方
々
が
覚
醒
し
、
学
ば
れ

る
た
め
に
神
が
許
さ
れ
た
大
切
な
働

き
で
あ
る
と
確
信
致
し
ま
す
。
今
後

と
も
諸
教
会
の
ご
協
力
と
ご
賛
同
の

も
と
に
、
わ
が
国
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
奉
仕
の
働
き
が
活
性
化
い
た
し
ま

す
よ
う
に
お
祈
り
致
し
ま
す
。　

信
徒
聖
書
教
育
の
急
務

理
事
長
・
学
院
長

　

世
良
田
湧
侍
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　「
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
旅
10
日
間
」
報
告

   

こ
の
研
修
旅
行
の
た
め
に
お
祈
り
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
の
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
旅
も
、
聖
書

の
理
解
に
結
び
つ
く
感
動
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
聖
書
の
舞
台
に
立
つ
こ

と
が
で
き
た
だ
け
で
も
感
動
で
す
が
、

ギ
リ
シ
ア
で
は
、
私
た
ち
の
執
拗
な
ま

で
の
願
い
を
聞
き
そ
れ
を
実
現
し
よ
う

と
努
力
さ
れ
た
現
地
ガ
イ
ド
（
ア
テ
ネ

大
学
で
考
古
学
を
専
攻
、
流
暢
に
日
本

語
を
話
す
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
の
マ
リ
ア

さ
ん
）
の
熱
心
に
よ
り
、
例
え
ば
、
ネ

ア
ポ
リ
ス
～
ピ
リ
ピ
間
の
国
道
下
に
残

り
、
今
も
地
元
の
人
々
に
使
用
さ
れ
て

い
る
イ
グ
ナ
チ
ア
街
道
（
BC
２
世
紀
）

を
歩
き
、
敷
き
詰
め
ら
れ
た
石
の
一
つ

一
つ
に
手
を
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
確
実
に
、
福
音
を
ア
ジ

ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
運
ぶ
使
徒
パ
ウ

ロ
た
ち
伝
道
者
が
歩
い
た
道
で
す
。

　

ア
ム
ピ
ポ
リ
ス
（
川
の
両
側
に
栄
え

る
町
、
使
徒
17
章
１
節
）
で
の
こ
と
、

こ
こ
で
も
私
た
ち
の
願
い
を
実
現
す
べ

く
熱
心
な
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
鍵
を
掛
け

て
ほ
と
ん
ど
公
開
し
な
い
と
い
う
場
所

に
入
場
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
私

た
ち
は
「
化
石
化
し
た
ロ
ー
マ
時
代
の

橋
脚
」を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
す
。

町
の
真
ん
中
を
流
れ
る
ス
ト
リ
モ
ン
川

を
渡
ら
な
く
て
は
テ
サ
ロ
ニ
ケ
方
向
に

は
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
伝
道

者
た
ち
が
こ
の
橋
を
利
用
し
た
可
能
性

は
高
い
の
で
す
。

　

ロ
ー
マ
で
は
、
42
年
間
こ
の
地
に
滞 イグナチア街道にて

団
長
︵
Ｏ
Ｂ
Ｉ
講
師
︶　

飯
島　

勅

在
し
て
い
る
と
い
ベ
テ
ラ
ン
老
齢
日
本

人
ガ
イ
ド
で
し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に

関
心
も
な
く
、
ま
た
先
の
ギ
リ
シ
ア
の

ガ
イ
ド
の
よ
う
に
は
私
た
ち
の
目
的
を

理
解
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
見
る
べ
く
あ

ま
り
に
も
多
く
の
も
の
の
中
か
ら
、
使

徒
パ
ウ
ロ
と
そ
の
時
代
（
AD
１
世
紀
）

に
関
わ
る
も
の
を
選
び
出
し
て
案
内
す

る
こ
と
は
、
い
く
ら
事
前
に
連
絡
を
受

け
た
と
し
て
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
至

難
の
業
で
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
カ
ピ

ト
リ
ー
ノ
の
丘
に
そ
び
え
て
い
た
ロ
ー

マ
最
高
神
ユ
ピ
テ
ル
の
神
殿
基
礎
部
分

も
見
学
し
ま
し
た
（
カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
美

術
館
内
部
）。
そ
の
点
、
旅
の
最
終
日

に
訪
れ
た
、
紀
元
１
世
紀
以
降
ロ
ー
マ

の
外
港
と
し
て
栄
え
た
テ
ベ
レ
河
口
の

オ
ス
テ
ィ
ア
遺
跡
は
、
使
徒
パ
ウ
ロ
の

時
代
の
人
々
の
生
活
を
再
現
し
て
く
れ

ま
し
た
。
市
壁
の
外
に
築
か
れ
た
ネ
ク

ロ
ポ
リ
ス
（
墓
群
）、
人
や
荷
車
の
往

来
で
賑
わ
っ
た
轍
の
残
る
オ
ス
テ
ィ
ア

街
道
、
鉛
管
を
使
用
し
た
地
中
を
走
る

水
道
、
公
衆
ト
イ
レ
、
今
も
３
～
４
階

ま
で
残
る
高
層
住
宅
、
飲
食
街
、
町
の

中
心
に
そ
び
え
る
神
殿
、
海
で
働
く

人
々
の
心
を
捕
ら
え
た
ミ
ト
ラ
教
・・・
。

　

た
だ
の
観
光
旅
行
で
は
な
い
、
私
た

（
６
頁
に
続
く
）

ローマ時代の橋脚

ルデヤ受洗記念会堂前にて
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三
月
、
オ
リ
ー
ブ
の
緑
と
桜
に
似
た

ア
ー
モ
ン
ド
の
花
、
可
憐
な
草
花
が
私

達
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
年
間
、

飯
島
先
生
の
「
聖
書
の
世
界
」
の
ご
講

義
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
私
に
と
っ

て
、
パ
ウ
ロ
の
時
代
背
景
を
見
聞
す
る

貴
重
な
研
修
旅
行
で
し
た
。
ア
テ
ネ
で

は
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
を
巡
り
、
壮
大
な
パ

ル
テ
ノ
ン
神
殿
の
遺
跡
を
目
に
し
て
、

ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
の
丘
で
の
パ
ウ
ロ
の
説

教
（
使
徒
17
章
）
が
生
き
て
胸
に
迫
っ

て
く
る
よ
う
で
し
た
。
ベ
レ
ヤ
で
は
パ

ウ
ロ
の
ベ
ー
マ
（
説
教
壇
）
の
前
で
記

念
撮
影
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

聖
日
礼
拝
は
、
ピ
リ
ピ
の
遺
跡
の
劇

場
跡
の
階
段
席
に
座
り
、
使
徒
16
章
の

み
こ
と
ば
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。
パ
ウ

ロ
に
思
い
を
馳
せ
、
世
良
田
先
生
の
説

教
の
感
動
を
胸
に
ル
デ
ア
の
受
洗
記
念

の
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。　

　

受
講
中
か
ら
待
望
の
場
所
、
イ
グ
ナ

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

チ
ヤ
街
道
は
緑
の
木
立
の
中
の
美
し
い

道
で
し
た
。
ネ
オ
ポ
リ
ス
の
港
に
着
い

た
パ
ウ
ロ
一
行
は
こ
の
道
を
ピ
リ
ピ
に

向
か
っ
て
行
っ
た
の
で
す
（
使
徒
16

章
）。
宣
教
に
燃
え
て
き
っ
と
急
ぎ
足

で
。
パ
ウ
ロ
の
歩
ま
れ
た
道
を
歩
き
廻

る
私
で
し
た
が
、
静
か
に
そ
の
場
を
慈

し
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
な
飯
島
先
生
、

使
徒
パ
ウ
ロ
を
愛
す
る
お
姿
で
し
た
。

ロ
ー
マ
で
は
、
パ
ウ
ロ
が
住
ん
だ
と
い

わ
れ
る
ト
ラ
ス
・
テ
ベ
レ
地
区
で
の
昼

食
、
パ
ウ
ロ
と
ペ
テ
ロ
が
投
獄
さ
れ
た

地
下
牢
な
ど
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
シ

ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
見
学
は
神
様
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。
豊
か
な
学

び
と
親
し
い
お
交
わ
り
の
旅
、
主
の
恵

み
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

祈
り
待
ち
望
ん
で
い
た
ピ
リ
ピ
の
町

に
着
い
た
。
聖
書
の
世
界
研
修
旅
行
が

現
実
と
な
っ
た
。
こ
の
町
に
は
ロ
ー
マ

人
が
多
く
お
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
始
め
ア

ジ
ヤ
か
ら
の
人
々
も
多
く
住
ん
で
い
た

で
あ
ろ
う
。
ピ
リ
ピ
の
遺
跡
、
ア
ゴ
ラ

を
見
学
し
て
後
、
３
月
17
日
（
日
）
ピ

リ
ピ
円
形
劇
場
遺
跡
に
て
聖
日
礼
拝
を

お
捧
げ
し
た
。
世
良
田
学
院
長
よ
り
パ

ウ
ロ
達
の
伝
道
に
よ
っ
て
、
ル
デ
ヤ
や

牢
獄
の
看
守
と
家
族
が
救
わ
れ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
最
初
の
教
会
が
誕
生
し
た
こ
と

を
伺
い
、
静
か
な
劇
場
の
中
で
主
が
こ

の
地
に
パ
ウ
ロ
を
招
き
入
れ
宣
教
さ
れ

た
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
パ
ウ
ロ
が
宣

教
し
た
道
を
辿
っ
た
。（
使
徒
16
・
14

～
15
）
ル
デ
ヤ
川
と
受
洗
記
念
教
会
を

見
た
。
神
を
敬
う
ル
デ
ヤ
に
、
聖
霊
が

彼
女
の
心
を
開
い
て
、
パ
ウ
ロ
の
語
る

事
に
心
を
留
め
る
よ
う
に
さ
れ
た
。
川

は
水
が
澄
み
き
っ
て
い
て
美
し
い
流
れ

だ
っ
た
。
ル
デ
ヤ
の
信
仰
は
行
い
が
伴

う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
美
し
い
川
で
洗

礼
を
授
け
ら
れ
た
。
ピ
リ
ピ
教
会
の
誕

生
で
あ
る
ル
デ
ヤ
川
を
見
て
当
時
に
思

い
を
馳
せ
、
詩
篇
１
・
３
の
み
こ
と
ば

を
思
い
出
し
た
。

　

次
に
（
使
徒
の
働
き
16
・
19
～
34
）

パ
ウ
ロ
と
シ
ラ
ス
は
石
の
牢
獄
に
入
れ

ら
れ
た
が
、
神
に
祈
り
つ
つ
賛
美
を
お

捧
げ
し
た
。
そ
の
朗
々
と
し
た
歌
声
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
ほ
か

の
囚
人
た
ち
も
聞
き
入
っ
て
い
た
と
あ

る
が
、
小
さ
い
牢
獄
に
思
え
た
。
地
震

等
で
崩
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
監
守

は
自
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、
パ
ウ
ロ
に

命
を
助
け
ら
れ
た
。
パ
ウ
ロ
と
そ
の
信

仰
の
姿
勢
を
見
た
看
守
と
家
族
全
員
が

救
い
に
導
か
れ
た
。
こ
の
様
に
聖
霊
に

卒
業
生　

鬼
京
由
紀
子

卒
業
生　

奥
津　

晃

ピリピでパウロが収監され
たと伝えられる牢獄

当時を偲ばせるルデヤ川
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月 火 水 木 金 土
　

Ⅰ

11:00

～

12:30

旧約・新約釈義入門

福井　誠

聖書重要教理（＊）

藤原導夫

＊

Ⅱ

13:30

～

15:00

信徒の実践神学概論（＊）

世良田湧侍 キリスト教倫理

堀  肇

図解　聖書理解の基本

中島總一郎
原典による聖書釈義

野口　誠
　

Ⅲ

15:30

～

17:00

聖書原典購読

野口　誠

ヨハネの福音書～愛

の御声を聴く

宮崎　誉

パウロの手紙

岩上敬人

Ⅳ

18:30

～

20:00

旧約聖書概論（＊）

（音楽科、聖書科合同礼拝）

福井　誠

＊

十字架の道ゆき～マタイ

の福音書に学ぶイエス

河村従彦

＊「讃美歌入門：歌詞を味わい、評価し、つくる」が特別講座として開催されています。月曜
日 18:30-20:00、通年 15 回です。
＊ピアノコース、通信コースは、随時受付です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

よ
っ
て
、
神
が
私
達
を
招
い
て
お
ら
れ

る
の
だ
と
確
信
し
た
パ
ウ
ロ
達
は
町
中

で
も
、
牢
獄
で
も
福
音
と
賛
美
と
祈
り

の
姿
勢
を
貫
い
た
。

　

二
千
年
前
に
パ
ウ
ロ
や
使
徒
た
ち

が
、ど
ん
な
に
迫
害
さ
れ
た
と
し
て
も
、

宣
教
の
働
き
を
や
め
る
事
を
せ
ず
、
異

邦
人
に
福
音
を
語
っ
た
事
に
よ
り
、
今

日
の
私
た
ち
が
あ
る
。
神
の
働
き
が

あ
っ
て
こ
そ
出
来
た
事
で
あ
る
。
神
の

み
こ
と
ば
の
現
場
に
立
つ
事
に
よ
っ

て
、教
え
ら
れ
理
解
す
る
事
が
出
来
た
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
幸
い
を
感
謝
す
る
。ピリピの野外劇場にて

●
卒
業
式

　

３
月
２
日
、
第
20
回
卒
業
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
宮
内
芳
枝
、高
崎
公
子
、

島
田
裕
子
、
町
田
恵
子
、
鬼
京
由
紀
子
、

小
澤
ナ
オ
ミ
、
高
沢
茂
雄
、
篠
田
一
志
、

以
上
聖
書
科
８
名
、
加
藤
か
お
り
、
以

上
教
会
音
楽
科
１
名
の
卒
業
生
が
、
５

団
体
９
教
会
へ
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
入
学
式

　

４
月
１
日
、
入
学
式
・
始
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
聖
書
科
本
科
２
名
、
専

修
科
２
名
、
聴
講
１
名
、
通
信
科
１
名
、

教
会
音
楽
科
１
名
、一
般
音
楽
科
１
名
、

計
８
名
の
方
々
が
入
学
さ
れ
ま
し
た
。

●
教
会
音
楽
科
行
事

　

７
月
16
日
レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー

ト
「
奏
楽
者
の
た
め
の
コ
ラ
ー
ル
前
奏

曲
入
門
」
を
開
催
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
、同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
サ
マ
ー
ス
ク
ー
リ
ン
グ

　

今
年
も
恒
例
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
リ
ン

グ
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
次
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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別
セ
ミ
ナ
ー
案
内

 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
リ
ン
グ
「
礼
拝
の
理
論
と
実
際
』
予
告

 

Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
リ
ン
グ

が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
で

第
18
回
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
講
師
と
し
て
お
迎
え
す
る
八
尋

勝
（
や
ひ
ろ 
ま
さ
る
）
先
生
は
、
福

岡
県
出
身
（
１
９
４
２
年
生
）。
青
年

時
代
は
国
内
外
航
路
の
甲
板
員
・
航
海

士
（
７
年
間
）。
海
技
免
許
取
得
で
上

陸
中
、
白
洋
舎
創
業
者
五
十
嵐
健
治
氏

よ
り
聖
書
の
教
え
を
受
け
、
ア
メ
リ

カ
人
宣
教
師
の
指
導
で
回
心
（
22
歳
）。

北
海
道
聖
書
学
院
卒
業
（
30
歳
）。
日

本
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
連
合
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ａ
）
花
園
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
（
９
年

間
）・
札
幌
聖
書
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師

（
27
年
間
）・
北
海
道
聖
書
学
院
院
長
（
８

年
間
）
を
経
て
、
現
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
札
幌
聖

書
キ
リ
ス
ト
教
会
協
力
教
師
・
北
海
道

聖
書
学
院
講
師
・
日
本
福
音
同
盟
理
事
。

元
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
全
国
運
営
委
員
長
・
少
年

刑
務
所
教
誨
師
（
７
年
間
）。
現
在
は
、

子
ど
も
た
ち
、
３
男
３
女
は
独
立
し
、

義
子
夫
人
と
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
な
自
然
の
中
で
、
新
し
い

出
逢
い
や
お
互
い
の
交
わ
り
の
更
な
る

深
ま
り
を
も
祈
り
期
待
し
つ
つ
共
に
誘

い
合
わ
せ
て
お
集
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

︻
日
時
︼

　

７
月
２
日( 

火) 

～
４
日( 

木)

︻
会
場
︼

　

独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
会
館
（
ヌ

エ
ッ
ク
）
〒
３
５
５
︲
０
２
９
２
埼
玉

県
比
企
郡
嵐
山
町
菅
谷
７
２
８
番
地　

︻
費
用
︼

　

２ 
万
３ 

千
円

　
（ 

１ 
泊
参
加
者
は
１
万
３
千
円
）

︻
主
題
︼

　
「
礼
拝
の
理
論
と
実
際
」

︻
内
容
︼

◆
聖
書
講
義
Ⅰ　
「
礼
拝
を
意
味
す
る

用
語
の
豊
か
さ
と
そ
の
意
味
」。
旧
約

聖
書
、
新
約
聖
書
か
ら
礼
拝
の
聖
書
的

な
原
則
を
学
び
ま
す
。

◆
聖
書
講
義
Ⅱ　
「
礼
拝
の
神
学
」。
礼

拝
の
意
味
、
天
に
お
け
る
礼
拝
、
礼
拝

の
要
素
、
ユ
ダ
ヤ
教
礼
拝
か
ら
継
承
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
礼
拝
の
要
素
、
そ
し

て
イ
エ
ス
に
よ
る
真
の
礼
拝
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

◆
聖
書
講
義
Ⅲ　
「
礼
拝
の
歴
史
」。
初

代
教
会
、
古
代
教
会
、
中
世
か
ら
現
代
、

人
間
に
と
っ
て
最
高
の
善
、
お
よ
び
礼

拝
の
意
味
、
天
に
お
け
る
礼
拝
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

◆
聖
書
講
義
Ⅳ　
「
礼
拝
の
実
際
」。
福

音
派
教
会
、
自
由
教
会
の
礼
拝
、
自
分

が
所
属
し
て
い
る
地
域
教
会
の
礼
拝
形

式
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
ま
す
。

◆
聖
書
講
義
Ⅴ　
「
礼
拝
に
お
け
る
女

性
の
役
割
、
礼
拝
を
診
断
す
る
」。
女

性
の
教
会
の
誕
生
と
形
成
に
お
い
て
果

た
し
た
役
割
な
ど
を
学
び
ま
す
。

八尋 勝　師

　

７
月
20
日(
土
）、
Ｏ
Ｃ
Ｃ
４
１
６

号
小
チ
ャ
ペ
ル
に
て
、「
第
４
回
教
会

福
音
讃
美
歌
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
講
師
は
、
福
音
讃
美
歌
協
会

の
中
山
信
児
、
井
上
義
、
蔦
田
直
毅
の

各
師
で
す
。　

　

２
０
１
２
年
夏
に
発
行
さ
れ
た
﹃
教

会
福
音
讃
美
歌
﹄
は
、
分
か
り
や
す
い

日
本
語
、
新
鮮
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
、
見

や
す
い
楽
譜
が
好
評
で
、
出
版
以
来
、

多
く
の
教
会
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
会
福
音
讃
美
歌
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ

の
讃
美
歌
集
を
さ
ら
に
良
く
知
り
、
良

く
用
い
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
学
び
を
深
め
ま
す
。
牧
師
、
奏
楽
者

だ
け
で
な
く
、
讃
美
歌
を
愛
す
る
す

べ
て
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

参
加
費
は
、
一
日
４
回
で
６
千
円
、

部
分
参
加
の
場
合
は
、
１
回
２
千
円
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
同
封
の
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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OBI 第 12期

収支決算報告
（2012 年 3月 1日～

2013 年 2月 28日）

収入 金額
授業料収入 6,558
献金収入 13,426

その他収入 563
収入計 20,547
支出 金額

学事支出 6,238
行事支出 283 
経費支出 13,304

その他支出 232
支出計 20,057

収支差額 490

( 単位 : 千円 )

（
２
０
１
２
年
11
月
１
日
～
２
０
１
３
年
3
月
31
日
）

ち
の
聖
書
理
解
を
助
け
る
「
聖
書
の
世

界
研
修
旅
行
」
は
、
こ
の
よ
う
に
、
こ

の
度
も
主
よ
り
多
く
の
祝
福
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
、
世
良
田
湧
侍
先
生

に
よ
り
毎
朝
バ
ス
の
中
で
持
た
れ
た

デ
ィ
ボ
ー
シ
ョ
ン
は
、
霊
的
に
も
維
持

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
世
良
田
先
生
の

奨
励
に
よ
る
17
日
の
聖
日
礼
拝
は
ピ
リ

ピ
の
野
外
劇
場
（
AD
２
世
紀
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
20
日
の
感
謝
祈
祷
会
に
お

い
て
は
、
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
有
田

貞
一
先
生
が
奨
励
を
担
当
し
ま
し
た
。

有
田
貞
一
・
榮
子　

中
村
良
子

阿
久
津
千
枝
子　
　

中
島
總
一
郎

阿
部
幸
平　
　
　
　

浪
井
弘
子

安
藤
谷
子　
　
　
　

西
口
修
八

安
藤
良
一　
　
　
　

荒
籾
瑞
枝

萩
原
滋　
　
　
　
　

猪
狩
友
行

平
松
庸
一　
　
　
　

杉
山
礼
子

伊
藤
淑
美　
　
　
　

伊
藤
洋
子

日
名
富
子　
　
　
　

井
上
春
代

平
田
仁
美　
　
　
　

稲
垣
緋
紗
子

福
井　

誠　
　
　
　

生
田
今
日
子

藤
原
導
夫
・
智
子　

石
井
由
紀

福
井
ち
よ　
　
　
　

石
塚
幸
子

北
城
み
ど
り　
　
　

飯
島
多
稼
夫

堀
口
容
子　
　
　
　

松
本
逸
子

植
木
朋
子　
　
　
　

山
口
松
子

梅
澤
近
子　
　
　
　

町
田
恵
子

奥
津
晃
・
榮
子　
　

宮
内
芳
枝

小
野
沢
恵
子　
　
　

三
浦
喜
代
子

小
澤
ナ
オ
ミ　
　
　

三
友
庸
子

金
本　

悟　
　
　
　

森
本　

馥

加
茂
康
一
・
早
苗　

山
本　

潤

甲
斐　

博　
　
　
　

山
本
し
づ
か

木
下
順
子　
　
　
　

横
田
孝
子

鬼
京
由
起
子　
　

吉
村
瑠
美
子

清
瀬
行
道　
　
　

吉
田
濱
江

北
原
重
信　
　
　

米
田
由
起
子

国
東
恵
子　
　
　

窪
井
節
子

窪
田
淳
子　
　
　

国
松
裕
子

倉
沢
薫
代　
　
　

倉
内
一
寿

國
松
裕
子　
　
　

小
林
喜
久
男

駒
井　

卓　
　

    

坂
本
二
郎

汐
澤
美
紀　
　
　

庄
司
満
喜
子

島
田
裕
子　
　
　

須
子　

都

菅
井
祐
子　
　
　

鈴
木
芳
宣

世
良
田
湧
侍　
　

関
口
悦
子

芹
沢
延
明　
　
　

高
橋
理
恵
子

田
中
君
恵　
　
　

田
中
恵
子

田
畑
勝
敏
・
早
苗　

髙
沢
茂
雄

永
井
み
よ
子　
　
　

永
澤
良
子

飯
島　

勅　
　
　
　

脇
坂　

勇

東　

利
雄　
　
　
　

芳
賀　

功

佐
藤　

敬　
　

中
山
キ
リ
ス
ト
教
会

市
川
北
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

宇
都
宮
聖
書
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

腰
越
独
立
教
会

小
平
聖
書
キ
リ
ス
ト
教
会

日
本
同
盟
基
督
教
団
古
河
教
会

練
馬
神
の
教
会

ホ
サ
ナ
・
キ
リ
ス
ト
教
会

Ｏ
Ｂ
Ｉ
声
楽
コ
ー
ス
・
学
院
生
会

同
窓
会
・
第
20
回
卒
業
生
一
同

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ペ
ン
ク
ラ
ブ

パルテノン神殿にて


